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コラム　くまもとのちょっといい話

熊本の辛子レンコン

　熊本には、菊池川・白川・緑川・球磨川の大き

な四つの川があります。

　加藤清正が入国する戦国時代以前までは、肥後

国衆も河川や海岸線の土木普及までは手が届か

ず、荒れ放題の土地が少なくありませんでした。

　天正１６年 (1588)、肥後北半国の領主として

清正が着任しました。清正は、国衆を押さえると

ともに薩摩国島津氏の動きを見張る使命を受け

ていたと考えられます。また、領国で経済力を上

げるため、農地の確保と河川や街道の整備に取り

組みました。

　河川工事については、その当時の最先端の技術

を用いた石塘や水門が築かれました。また、道路

は城下町の整備の他に「札の辻」を起点にした、

豊前・豊後・薩摩・日向街道を中心に整備されま

した。特に大坂に船で向かう豊後街道 ( 大津街道 )

は、現在でも幅３６メートル、長さ１６キロメー

トルの道が続く箇所もあります。

　また、熊本城築城あたり、天然の要害を利用し、

人為的な工作が少なくてすむような場所を選び

ました。選定されたその場所は、茶臼山で、南側

に坪井川が流れ、さらにその南側には白川が流れ

ています。西側には井芹川が南に向かい流れてお

り、白川との間の南面は湿地帯でした。その湿地

帯などを含め熊本城の外堀にし、そこに美しい花

のレンコンを非常食用として栽培していました。

　仏教では蓮の花を「泥沼の泥にも染まらぬ蓮の

花」と言われ、清々しく凛とした姿を愛でられて

います。

　レンコンは、増血剤として優れている上に、食

物繊維やビタミン類を多く含み、カリウムや鉄分

マグネシウムなどのミネラルが豊富で、非常に食

コラム

熊本県の河川配置図

蓮
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効果の高い野菜とされています。

　現在食する国は、日本と中国です。その中国では、先を見通し、粘り気のある縁起の良い食べ物とさ

れています。

　これを使った郷土料理に「辛子レンコン」があります。

　由来は、今から三百年ほど前の話になります。病弱であった熊本城三代目藩主細川忠利に、ある時前

任地である豊前国耶馬渓羅漢寺の禅僧・玄宅が忠利を見舞ったおり、栄養価の高いレンコンを食するよ

う勧めたのです。最初は煮たものを出したのですが、一口食べた後吐き出し、その後食べようとしませ

んでした。藩のまかない賄による気遣いで、レンコンの穴に辛子を混ぜた麦味噌を詰め、上から衣をか

ぶせ菜種油で揚げ、見た目には分からぬようにしたのです。それを食べた忠利は大層喜んだそうです。

　以来、辛子レンコンは、細川家のお家料理とな

りました。また、輪切りにしたその断面が、細川

家の家紋 ( 九曜紋 ) に似ていたことから門外不出

とされていました。

　その後、明治に入り一般にも製法が伝わり、現

在のように熊本の郷土料理の代名詞になったの

です。

　全国のレンコン生産量は茨城・徳島・愛知・山

口などが首位を占めています。生産量も重要視さ

れますが、まずはレンコン商品のブランド化を

目指し、環境つくり・農家の自立・産業の成り立

ち・人材の育成に役立てる一環にならないでしょ

うか。

　清正が作った街や道、農業用水・土木そして

食文化は、現在でも欠かすことの出来ない偉業で

す。

熊本の辛子レンコン

辛子レンコン
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